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保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に

井
泉
会
会
長

奥
井
　
良
樹

　
令
和
四
年
度
井
泉
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
奥
井
と
申
し
ま
す
。
こ
の
二
年
間
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
・
部
活
動
の
制
限
や

中
止
が
あ
り
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
事

が
当
た
り
前
に
行
え
な
い
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
子
供
達
だ
け
で
な
く
、
我
々
保
護
者

も
我
慢
を
し
て
き
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
負
担
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
子
供
の
育
成
環
境
の
中
で
家
族
の
時
間

の
次
に
多
い
の
は
「
学
校
」
の
時
間
だ
と
思

い
ま
す
。
高
校
生
活
に
お
い
て
は
先
生
方
が

子
供
の
育
成
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
り
、
お
任

せ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
先
生
方
の

働
き
方
改
革
に
合
わ
せ
、
子
供
達
の
育
成
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
保
護
者
の
役
割
で
あ

り
、
先
生
方
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
よ

り
良
い
子
供
達
の
育
成
環
境
が
整
う
と
思
い

ま
す
。
小
・
中
学
校
と
違
い
、
我
々
保
護
者

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
関
わ
る
時
間
は
か
な

り
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
子
供
達
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
応
援
す
る
機
会
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
今
年
は
三
年
に
一
回
開
催
さ
れ

る
「
高
啼
祭
」
が
あ
り
ま
す
。
二
日
間
に
渡

り
、
子
供
達
が
様
々
な
発
表
や
展
示
を
行
い

ま
す
。
子
供
達
の
成
長
を
近
く
で
見
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑

張
っ
て
い
る
子
供
達
の
姿
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。
我
々
役
員
は
皆
様
が
来
校
さ
れ
る
駐

車
場
で
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。
役
員
に
も
お

声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、
日
下
校
長
先
生
は
じ
め
教
職
員

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
子
供
達
の
育
成
に

尽
力
を
賜
り
、
井
泉
会
を
代
表
し
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

井
泉
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
本
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

生
徒
の
健
全
育
成
、
会
員
相
互
の
親
睦
の
た
め

に
活
発
な
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
二
〇
年
初
頭
よ
り
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
高
校
教
育
の
あ
り
方
も
変
化
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
新

し
い
学
習
指
導
要
領
が
始
ま
り
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
、
そ
の
た
め
の
授

業
改
善
、
さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
確
立
等
々
、
様
々
な
改
革
が
高
大
接
続

改
革
の
流
れ
の
中
で
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
豊
か
な
社
会
、
価
値
観
の
多
様
化

が
進
む
時
代
に
お
け
る
子
育
て
の
難
し
さ
が
如

実
に
現
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
鑑
み
て
、
本
校
に
お
い
て
も
、
子
供

た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
、
一
人
一
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
改
革
や
変
化
に

対
応
す
る
と
と
も
に
大
切
な
こ
と
は
、
学
校
に

お
い
て
は
挨
拶
、
授
業
、
清
掃
、
部
活
動
な
ど

日
々
の
地
道
な
積
み
重
ね
を
丁
寧
に
誠
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
営
み
を

惰
性
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
眼
前
の
生
徒
の
生

の
姿
や
親
の
願
い
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
常
に

見
直
し
、
改
善
・
充
実
の
方
策
を
素
早
く
確
立
し
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

日
常
的
な
教
育
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
生
徒
の
将
来
を
見
据
え
た
指
導
に
努
め

て
い
ま
す
。
井
泉
会
の
皆
様
に
は
、
関
心
を
持
っ

て
本
校
の
教
育
活
動
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
の
歩
み校

長
日
下
　
泰
夫

（1）



　
「
必
勝
」
こ
の
言
葉
を
部
活
な

ど
大
会
の
横
断
幕
で
あ
っ
た
り
、

受
験
勉
強
の
ハ
チ
マ
キ
で
あ
っ

た
り
、
勝
負
の
時
に
多
く
目
に

し
ま
す
。

　

必
勝
と
は
「
必
ず
勝
つ
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
勝
っ
て
欲

し
い
と
願
う
と
き
に
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
勝
負

で
あ
る
以
上
、
勝
ち
負
け
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
勝
利
を
願
い

頑
張
っ
た
結
果
が
悪
い
方
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
悲

観
す
る
の
で
は
な
く
、
頑
張
っ

た
こ
と
を
称
え
る
と
い
う
の
が

　

学
校
へ
は
年
に
何
度
か
訪
れ

ま
す
が
、
入
学
者
説
明
会
以
来

毎
回
感
動
さ
せ
ら
れ
る
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
さ
ん

と
廊
下
で
す
れ
違
う
時
の
「
こ

ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ
で
す
。

出
会
う
の
は
毎
回
数
名
の
生
徒

さ
ん
で
す
が
、
そ
の
数
名
の
皆

さ
ん
が
み
な
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
と
て
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
元
気

に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
自
然
に

声
が
出
て
き
ま
す
。

　

偶
然
出
会
う
生
徒
さ
ん
達
と

の
あ
い
さ
つ
で
、「
八
尾
高
校
は

あ
い
さ
つ
に
力
を
入
れ
て
る
な
」

と
か
、「
生
徒
さ
ん
は
良
い
環
境

で
素
直
に
成
長
し
て
い
る
ん
だ

な
」
と
、
と
て
も
良
い
印
象
を

三
学
年
委
員
長　

槻
　
　
大
輔

二
学
年
委
員
長　

梅
田
　
篤
史

必
勝
と
必
笑

清
々
し
い
あ
い
さ
つ

野球部

Ｐ
Ｔ
Ａ
井
泉
会
・

　
　
　

教
育
振
興
会
総
会

　

五
月
十
四
日
（
土
）、
本
校
第

一
体
育
館
で
井
泉
会
・
教
育
振

興
会
総
会
が
行
わ
れ
、
令
和
三

年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

及
び
四
年
度
役
員
、
事
業
計
画
、

会
計
予
算
案
が
審
議
を
経
て
承

認
さ
れ
た
。
総
会
後
に
は
学
年

保
護
者
会
が
行
わ
れ
た
。

朝
の
さ
わ
や
か
運
動

　

六
月
十
五
日
（
水
）・
十
六
日

（
木
）
に
は
「
あ
い
さ
つ
で　

心

の
距
離
を　

ゼ
ロ
距
離
に
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
夏
の
さ

わ
や
か
運
動
が
行
わ
れ
た
。
今

年
度
は
福
島
保
育
所
、
八
尾
小

富
山
地
区
指
導
者
研
修
会

　

六
月
二
十
七
日
（
月
）
に
富

山
地
区
指
導
者
研
修
会
が
富
山

中
部
高
校
で
開
催
さ
れ
た
。
第

一
部
で
は
奥
井
井
泉
会
会
長
が

「
地
域
と
共
に
『
高
啼
く
理
想　

道
を
拓
か
ん
』
～
子
ど
も
達
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
～
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
を
行
い
、
本
校
の
特

色
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
紹
介
し
た
。

保
護
者
の
ひ
ろ
ば

必
勝
の
意
味
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
ろ
ん
な
制

限
を
課
せ
ら
れ
た
年
代
の
子
供

た
ち
で
す
が
、
必
勝
を
願
い
頑

張
っ
て
き
た
証
の
、「
必
笑
」
が

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告

学
校
、
八
尾
中
学
校
へ
三
年
生

を
中
心
に
出
向
き
、
校
門
前
で

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
た
。
井

泉
会
か
ら
は
九
名
の
保
護
者
が

参
加
し
、
生
徒
会
執
行
部
や
校

風
委
員
の
生
徒
た
ち
と
共
に
本

校
生
徒
玄
関
前
で
登
校
し
た
生

徒
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

第
二
部
で
は
牧
田
和
樹
氏
の
講

演
を
聴
講
し
た
。

９
月
14
日
（
水
）　

第
２
回
役
員
会

９
月
30
日
（
金
）・
10
月
１
日
（
土
）

　

高
啼
祭
運
営
補
助

10
月
17
日
（
月
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
「
大
人
の
遠
足
」

10
月
20
日
（
木
）

　

県
高
Ｐ
連
大
会
・
指
導
者
研
修
会

令
和
５
年

２
月
15
日
（
水
）
第
３
回
役
員
会

２
月
28
日
（
火
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
通
信
１
４
４
号
発
刊

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
今
後
の
予
定

（2）



　

一
学
期
を
娘
と
振
り
返
っ
た

と
き
に
お
互
い
に
感
じ
た
こ
と

は「
色
々
あ
っ
た
ね
～
」で
し
た
。

新
し
い
環
境
と
な
り
、
不
慣
れ

な
環
境
の
中
で
失
敗
や
悔
し
い

経
験
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
気
持
ち
が
落
ち
て
「
学
校

に
行
き
た
く
な
い
」
と
私
に
嘆

一
学
年
委
員
長　

納
村
恵
里
花

成
長
で
き
る
三
年
間
に

入学式

学校生活

吹奏楽部定期演奏会

郷土芸能部演技発表会

演
技
発
表
会
を
鑑
賞
し
て

32
Ｈ
Ｐ　

柞
山
　
　
優

　

息
子
が
郷
土
芸
能
部
へ
入
部

し
、
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
三
年
間
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
練
習
や
発
表
会

が
今
ま
で
と
異
な
り
ま
し
た
が
、

お
わ
ら
保
存
会
の
方
々
や
先
生

方
に
は
出
来
る
事
を
工
夫
さ
れ
、

一
般
の
多
く
の
方
々
に
披
露
の

娘
の
成
長
を
感
じ
た

　
　
　
　
定
期
演
奏
会

34
Ｈ
Ｐ　

大
窪
　
秀
一

　

五
月
四
日
、
婦
中
ふ
れ
あ
い

館
に
て
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
三
部
構
成
と
な
り
更

に
華
や
か
さ
、
力
強
さ
を
増
し

た
演
奏
に
酔
い
し
れ
、
至
福
の

一
時
で
し
た
。

　

ミ
ス
チ
ル
・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
・

デ
ィ
ー
プ
パ
ー
プ
ル
…
私
達
保

護
者
世
代
に
は
た
ま
ら
な
い
ツ

ボ
を
押
さ
え
た
選
曲
。
色
褪
せ

な
い
魅
力
を
放
つ
名
曲
に
懐
か

し
さ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
く
じ
ゃ
く
」

も
イ
ン
パ
ク
ト
抜
群
で
、
心
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
心
者
と
し
て
入
部
し
て
か

ら
二
年
余
り
、
ド
キ
ド
キ
ワ
ク

ワ
ク
し
っ
放
し
の
毎
日
で
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
お
か
げ
で
、
娘
は

こ
れ
以
上
無
い
ほ
ど
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
打
ち

込
む
毎
日
、
挫
折
・
達
成
感
・

仲
間
と
の
一
体
感
…
ど
れ
も
他

で
は
経
験
で
き
な
い
も
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
い

場
を
設
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
校
入
学
す
る
ま
で
お
わ
ら

風
の
盆
を
見
た
事
が
な
い
息
子

が
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
部
に
入

部
し
た
事
は
驚
き
で
し
た
が
、

引
退
公
演
で
は
部
活
動
の
仲
間

と
勇
壮
に
踊
っ
て
い
る
姿
、
哀

調
な
音
色
で
胡
弓
を
弾
い
て
い

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
を
通
じ
て
仲
間
へ
の

敬
い
と
感
謝
を
す
る
こ
と
で
信

頼
し
あ
い
助
け
合
う
心
を
育
み
、

仲
間
と
栄
え
る
力
を
学
ん
だ
様

に
感
じ
、
親
と
し
て
大
変
良
い

経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
八
尾
高
校
の
郷
土

芸
能
部
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

持
ち
ま
す
。

　

自
分
の
子
に
目
を
向
け
る
と
、

一
年
生
の
時
は
「
行
っ
て
き
ま

す
」
や
「
た
だ
い
ま
」
等
、
声

に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
年
生
の
今
で
は
ニ
コ
ニ

コ
と
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
姿
を

家
で
も
見
る
事
が
で
き
、
八
尾

高
校
生
と
し
て
成
長
し
て
い
る

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
た
と
き
は
と
て
も
心
配
し
ま

し
た
。「
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ

と
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
き
っ

と
そ
の
経
験
は
か
け
が
え
の
な

い
力
と
な
っ
て
く
れ
る
。
そ
の

力
が
次
の
困
難
に
役
に
立
つ
。

そ
ん
な
成
長
が
大
事
な
の
だ

よ
。」
と
話
し
合
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。
入
学
し
て
三
ヵ
月
、
部

活
と
勉
強
で
忙
し
い
毎
日
の
よ

う
で
す
が
、
新
し
い
環
境
に
も

慣
れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
笑
顔

も
多
く
な
り
、
少
し
成
長
し
た

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

成
人
の
年
齢
が
十
八
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
大
人
に
な
る
ま

で
の
準
備
期
間
が
短
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
三
年
間
で
ど
れ
だ

け
成
長
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
充
実
し
た
三
年
間
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
顧
問
の
先
生
方
、
先
輩
の
皆

さ
ん
、
そ
の
他
全
て
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部

　
定
期
演
奏
会

郷
土
芸
能
部

　
演
技
発
表
会
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９
月
30
日（
金
）・
10
月
１
日（
土
）

　

高
啼
祭

10
月
15
日（
土
）

　

進
路
懇
談
会（
１
・
２
学
年
）

10
月
17
日（
月
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会「
大
人
の
遠
足
」

11
月
4
日（
金
）

　

創
立
百
周
年
記
念
式
典

12
月
21
日（
水
）・
22
日（
木
）

　

個
別
保
護
者
懇
談
会　

12
月
23
日（
金
）

　

終
業
式

令
和
５
年

１
月
10
日（
火
）

　

始
業
式

３
月
１
日（
水
）

　

卒
業
式

３
月
24
日（
金
）

　

終
業
式

今
後
の
予
定

　
宮
本
優
香
理
　（
委
員
長 

大
沢
野
）

　
田
中
　
和
子
　（
八
尾
）

　
大
上
　
正
志
　（
速
星
）

　
熊
膳
　
　
誠
　（
井
泉
会
副
会
長
）

　
奥
井
　
良
樹
　（
井
泉
会
会
長
）

　
辻
　
　
　
寛
　（
副
校
長
）

　
飯
田
　
康
信
　（
総
務
部
長
）

　
大
塚
　
賢
志
　（
総
務
部
）

　
北
村
　
真
琴
　（
総
務
部
）

〜
広
報
委
員
会
〜

令和4年度　1学期　部活動成績
<ボート部>
◎第40回岐阜レガッタ
　一般女子シングルスカル　　　　優勝　　　　　　　　　　　　　田知本遥奈
◎令和4年度　富山県高等学校総合体育大会　ボート競技大会（第30回富山県高等学校ボート選手権競漕大会）
　男子シングルスカル　　　　　　１位（インターハイ出場権獲得）　須田　和樹
　　　　　　　　　　　　　　　　２位（北信越大会出場）　　　　　森沢　　蓮
　男子ダブルスカル　　　　　　　２位（北信越大会出場）　　　　　増山　載笑　　高橋　和希
　男子舵手付きクォドルプル　　　１位（インターハイ出場権獲得）　野上　蒔斗　　林　　蒼太　　木倉　圭哉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下田　迅都　　村上　陽亮
　女子シングルスカル　　　　　　１位（インターハイ出場権獲得）　田知本遥奈
　女子ダブルスカル　　　　　　　１位（インターハイ出場権獲得）　秋元　若那　　布村　紗雪
　　　　　　　　　　　　　　　　２位（北信越大会出場）　　　　　岡村　碧希　　関　　水姫
◎令和4年度　北信越高等学校体育大会　ボート競技
　女子シングルスカル　　　　　　３位　　　　　　　　　　　　　田知本遥奈
　女子ダブルスカル　　　　　　　３位　　　　　　　　　　　　　秋元　若那　　布村　紗雪
◎第43回　北信越国民体育大会　ボート競技
　少年女子シングルスカル　　　　２位（国体出場権獲得）　　　　　田知本遥奈
　少年男子舵手付きクォドルプル　３位　　　　　　　　　　　　　林　　蒼太　　木倉　圭哉
　少年女子舵手付きクォドルプル　３位　　　　　　　　　　　　　秋元　若那　　布村　紗雪　　関　　水姫

<陸上競技部>
◎第75回富山県高等学校陸上競技対校選手権大会
　男子５０００m競歩　　　８位　　浅井　　敦
◎第75回富山県民体育大会陸上競技
　少年男子共通B　円盤投　８位　　工藤　康成

<ソフトボール部>
◎第18回富山市民体育大会　ソフトボール競技
　２位　　八尾・富山第一・呉羽高校合同チーム

<吹奏楽部>
◎第50回富山県吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂ部門　　金賞（北陸大会出場）
◎第63回北陸吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂ部門　　銀賞

<郷土芸能部>
◎第11回高校生の神楽甲子園ひろしま安芸高田
　神楽伝承奨励賞

<家庭科部>
◎令和4年度富山県高等学校家庭クラブ研究発表会
　勝見　苺依

令和4年度　「さわやか運動」
　スローガン部門　　最優秀賞　　松下　実卯
　　　　　　　　　　優秀賞　　　大平　絢音

ボート部

陸上競技部

女子ソフトボール部
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